日本マネジメント学会　自由論題報告応募用紙の作成要領
	１．応募用紙１ページ目の規定
（１）応募用紙の原稿は日本語とし、マイクロソフト社ワード（Microsoft Word）で作成し、ページレイアウトはA4横書き、1ページ当たり40字×37行とする。
（２）先頭ページには、報告タイトル14pt中央揃え、改行して報告者名（所属名）を12ptで右揃え、MSゴシックで記載する。

（３）次に左揃えで報告のキーワード（5つ以内）をMS明朝体の10.5ptで記載する。
（４）最後に、報告要旨を400字以内で記載する。

２．本文
上記の応募用紙1ページ目に続き、本文をMS明朝体の10.5pt執筆し、全体で4ページ以内とする。章題は、MSゴシックの11ptで記載し、ナンバリングは、「1.・・・・」とする。章題以降の本文は、MS明朝体の10.5ptで記載し、本文と同様のフォント種類とサイズにし、章内の小見出しのナンバリングは「1.1.・・・・」や「1.1.1.・・・・」のようなスタイルにする。
日本語以外の記載はCentury体の10.5ptとする。

本文末尾に参考文献一覧を掲載してもらいたいが、審査の都合上報告内容の全体像が理解できることが優先されるため、参考文献は内容と密接に関係する「主要参考文献」にとどめ、注記で「詳細な参考文献は当日の配付資料に掲載するするので割愛する」と記載しても構わない。また、参考文献の記載フォーマットは、日本マネジメント学会誌『経営教育研究』を参照して欲しいが、本作成要領の末尾に記載例を掲載しておく。
脚注は文末脚注とし、脚注の後に参考文献を掲載する。脚注と参考文献は共に9ptとする（最初に和文献を50音順、次に洋文献をアルファベット順に掲載）。
３．予稿集への掲載について
大会で報告することが決定した場合、作成した報告応募用紙の原稿が大会の予稿集に掲載される。
４．提出先
〒102-0074東京都千代田区九段南 1-6-5 九段会館テラス2F

（株）山城経営研究所内　日本マネジメント学会 （電話：050-1790-3506）
①事務局長（武市）メールアドレス：jimukyoku◆nippon-mana.jp
②組織委員長（當間）メールアドレス：m-toma◆wako.ac.jp
(送信時：◆→＠に換えて)　　　


報告希望者は以下の欄から記入してください
	報告者（複数の場合は代表者）
	

	連絡先メール
	

	連絡先住所
	

	連絡先電話番号
	


タイトル
氏名（所属）
キーワード（5つ以内）：
報告要旨（400字以内）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
・・・・・・・・・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・。
1.　はじめに

1.1.　XXX
1.1.1.　XXX

2.　先行研究のレビュー
2.1　XXX

2.1.1　XXX
3.　調査概要と分析結果から得られた示唆
3.1　XXX
3.1.1　XXXX
4.　おわりに

脚注
(1)・・・・
(2)・・・・
(3)・・・・
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